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会
長 

新
年
あ
い
さ
つ

　

 　
　
　
　

　

長
崎
県　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

　
　
　
　
　
　

     

会
長 

島
中  

英
安　

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
し

い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
当
連
合
会
の
各
種

事
業
に
参
加
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
高
齢
社
会
が
進
展
す
る
中
、

私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
を
基
盤

と
す
る
高
齢
者
自
身
の
組
織
と
し
て
、

高
齢
者
の
知
識
や
経
験
を
活
か
し
、
地

域
社
会
の
中
心
的
な
担
い
手
と
な
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
、
ま
た
、
そ
の
期
待
に

応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

慣
れ
親
し
ん
だ
地
域
で
、
生
き
が
い
の

あ
る
自
立
し
た
生
活
を
で
き
る
限
り
長

く
続
け
て
い
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
役
割
を
地
域
に
お
い
て
高
齢
者
が

担
う
こ
と
は
、
自
分
自
身
の
介
護
予
防

に
も
つ
な
が
り
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」

上
で
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
、
生
き
が
い
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
、

友
愛
訪
問
、
地
域
社
会
へ
の
奉
仕
活
動

な
ど
の
経
験
と
実
績
を
活
か
し
、
高
齢

者
が
相
互
に
支
え
合
う
仕
組
み
を
実
現

す
る
こ
と
が
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る

「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地

域
づ
く
り
を
」
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
方
、
高
齢
者
人
口
が
増
加
す
る
中
、

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
基
盤
と
な
る
会
員

が
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
平
成
26

年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
２
万
人

会
員
増
強
運
動
」
を
着
実
に
進
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
昨
年
以
上
に
、
目
標

達
成
に
向
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
会

員
増
強
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
10
月
に
は
第
29
回
全
国
健

康
福
祉
祭
、
通
称
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」

が
「
長
崎
で
ひ
ら
け
長
寿
の
夢
・
未
来
」

を
テ
ー
マ
に
長
崎
県
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
す
。
県
老
連
で
は
、
市
町
老
連
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
高
齢
者
が
取
り
組

ん
で
い
る
様
々
な
地
域
文
化
等
の
活
動

を
披
露
す
る
「
地
域
文
化
伝
承
館
」
を

県
立
総
合
体
育
館
に
お
い
て
実
施
い
た

し
ま
す
。
現
在
、
出
展
及
び
出
演
団
体

も
決
定
し
、
各
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て

は
作
品
の
準
備
や
練
習
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
と
存
じ
ま
す
。
地
域
文
化
伝
承

館
の
成
功
に
向
け
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
日
頃
ご
支

援
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
い
る
行
政
当

局
並
び
に
関
係
団
体
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
会
員
皆
様
に
と
っ
て

明
る
く
、
幸
多
き
１
年
と
な
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

〇
第
13
回
長
崎
県
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

　
　

平
成
28
年
５
月
14
日
（
土
）

　
　

長
崎
市
総
合
運
動
公
園
を
主
会
場

〇
県
老
連
評
議
員
会

　
　

平
成
28
年
６
月
22
日
（
水
）

　
　

長
崎
市

〇
地
域
文
化
伝
承
館
実
行
委
員
会

　
　

平
成
28
年
６
月
22
日
（
水
）

　
　

長
崎
市

〇
市
町
老
連
会
長
研
修
会

　
　

平
成
28
年
６
月
22
日
（
水
）
～

　
　

23
日
（
木
）
長
崎
市

〇
高
齢
者
相
互
支
援
事
業
研
修
会

　
　

平
成
28
年
６
月
・
７
月

　
　

壱
岐
市
・
長
与
町
・
松
浦
市
・

　
　

南
島
原
市

〇
市
町
老
連
事
務
局
長
等
会
議

　
　

平
成
28
年
７
月
１
日
（
金
）

　
　

長
崎
市

〇
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
　

平
成
28
年
７
月
７
日
（
木
）
～

　
　

８
日
（
金
）
福
岡
市

〇
市
町
老
連
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
　

平
成
28
年
８
月
25
日
（
木
）
～

　
　

26
日
（
金
）
長
崎
市

〇
市
町
老
連
若
手
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
　

平
成
28
年
８
月
31
日
（
水
）
～

　
　

９
月
１
日
（
木
）
島
原
市

〇
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会

　
　

平
成
28
年
未
定

　
　

長
崎
市
・
島
原
市
・
五
島
市
・

　
　

東
彼
杵
町

〇
地
域
文
化
伝
承
館

　
　（
第
29
回
全
国
健
康
福
祉
祭
）

　
　

平
成
28
年
10
月
15
日
（
土
）
～

　
　

17
日
（
月
）

　
　

長
崎
県
立
総
合
体
育
館

〇
第
45
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　
　

平
成
28
年
11
月
９
日
（
水
）
～

　
　

10
日
（
木
）
富
山
県　

〇
第
51
回
長
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　
　

平
成
28
年
12
月
８
日
（
木
）

　
　

諫
早
市

〇
第
12
回
「
銀
の
翼
」

　
　

平
成
29
年
２
月
頃

　
　

渡
航
先
等
は
未
定

　
　
平
成
28
年
度
　
主
な
行
事
予
定
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知
事 

新
年
あ
い
さ
つ

　

 　
　
　
　

　

長
崎
県
知
事  　
　

  
　
　
　
　
　
　

     

中
村
　
法
道

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
被
爆
か

ら
70
年
を
迎
え
、
中
国
駐
長
崎
総
領
事

館
開
設
30
周
年
、
長
崎
空
港
開
港
40
周

年
な
ど
、
本
県
に
と
り
ま
し
て
大
き
な

節
目
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
７
月
に
は
、

端
島
炭
坑
（
軍
艦
島
）
を
は
じ
め
本
県

が
８
つ
の
構
成
資
産
を
有
す
る
「
明
治

日
本
の
産
業
革
命
遺
産　

製
鉄
・
製
鋼
、

造
船
、
石
炭
産
業
」
が
、
世
界
文
化
遺

産
と
し
て
登
録
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
県

の
歴
史
に
新
た
な
１
ペ
ー
ジ
を
刻
む
、

た
い
へ
ん
喜
ば
し
い
出
来
事
で
し
た
。

　

今
年
は
「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス

ト
教
関
連
遺
産
」
の
世
界
文
化
遺
産
登

録
の
可
否
が
審
議
さ
れ
ま
す
。
今
後
も

気
を
引
き
締
め
て
、
関
係
者
の
皆
様
と

一
緒
に
２
年
連
続
で
の
登
録
実
現
へ
向

け
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
10
月
に
は
、
全
国
健

康
福
祉
祭
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
長
崎

２
０
１
６
」
の
開
催
、
さ
ら
に
10
月
か

ら
12
月
に
か
け
て
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
と

連
携
し
て
、「
旅
さ
き
は　

な
が
さ
き
。」

を
合
言
葉
に
、
全
国
で
「
長
崎
デ
ス
テ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
展

開
さ
れ
る
な
ど
、
今
年
も
多
く
の
皆
様

の
ご
来
県
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
一
昨
年

の
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
・
大
会
と

同
様
に
県
民
総
ぐ
る
み
の
「
お
も
て
な

し
の
心
」
で
温
か
く
お
迎
え
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
幅
広
い
県
民

の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
28
年
度
は
新
た
な
総
合
計
画

の
初
年
度
に
あ
た
り
ま
す
。

　

我
が
国
が
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会

を
迎
え
、
地
域
間
の
競
争
が
一
層
激
し

さ
を
増
す
中
、
本
県
の
構
造
的
課
題
の

解
決
を
図
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続

的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
本
県

の
強
み
を
最
大
限
に
活
か
し
つ
つ
、
人

口
減
少
対
策
や
産
業
振
興
・
雇
用
対
策

等
の
一
層
の
強
化
を
図
り
、
活
力
あ
る
、

た
く
ま
し
い
長
崎
県
を
創
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
新
た
な
総
合
計
画
で
は
、

「
人
、
産
業
、
地
域
が
輝
く　

た
く
ま
し

い
長
崎
県
づ
く
り
」
の
基
本
理
念
の
も

と
、
実
現
を
め
ざ
す
５
つ
の
将
来
像
を

掲
げ
、
本
県
の
未
来
を
切
り
開
く
新
た

な
施
策
や
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
戦

略
的
か
つ
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
世
界
遺
産
等
を
活
用

し
た
県
内
周
遊
対
策
や
戦
略
的
な
情
報

発
信
な
ど
に
よ
り
、
一
層
の
誘
客
促
進

を
目
指
す
と
と
も
に
、
ク
ル
ー
ズ
船
の

誘
致
拡
大
な
ど
を
通
し
て
海
外
か
ら
の

活
力
の
取
り
込
み
を
図
る
な
ど
、「
交
流

で
に
ぎ
わ
う
長
崎
県
」
づ
く
り
を
強
力

に
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
に
先
行
し
て
人
口
減
少
、

高
齢
化
が
進
む
中
、
県
民
の
皆
様
が
、

様
々
な
分
野
で
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担

い
つ
つ
、
互
い
に
支
え
あ
い
な
が
ら
、

い
つ
ま
で
も
健
康
で
、
生
き
が
い
を
持

っ
て
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
社
会
を
実

現
す
る
た
め
、
元
気
な
高
齢
者
や
女
性

の
活
躍
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
支
援
し
て

い
く
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が

健
や
か
に
成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
や

医
療
・
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

な
ど
、「
地
域
の
み
ん
な
が
支
え
あ
う
長

崎
県
」
づ
く
り
に
力
を
注
い
で
ま
い
り

ま
す
。

　

そ
し
て
、
若
者
の
県
外
流
出
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
に
は
、
県
内
産
業
の

成
長
や
活
性
化
を
支
え
る
人
材
を
育
成

し
、
そ
の
人
材
を
県
内
に
定
着
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、

学
校
教
育
か
ら
企
業
現
場
ま
で
の
切
れ

目
の
な
い
人
材
育
成
を
行
う
独
自
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
す
る
な
ど
、
産
学
官

が
連
携
し
た
人
材
育
成
と
県
内
就
職
促

進
に
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、
県
民
の
皆

様
が
希
望
す
る
結
婚
、
妊
娠
・
出
産
、

子
育
て
が
実
現
で
き
る
社
会
を
築
い
て

い
く
た
め
、
婚
活
支
援
の
充
実
、
子
育

て
環
境
の
整
備
な
ど
、「
次
代
を
担
う
『
人

財
』
豊
か
な
長
崎
県
」
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
人
口
減
少
対
策
に
不
可
欠

な
県
民
所
得
の
向
上
を
目
指
し
て
い
く

た
め
に
は
、
力
強
い
産
業
の
育
成
と
良

質
な
雇
用
の
場
の
創
出
に
つ
な
が
る
施

策
を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
海

洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
の
拠
点
形
成
、

地
場
企
業
の
競
争
力
強
化
、
企
業
誘
致

の
推
進
、
力
強
く
豊
か
な
農
林
水
産
業

を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
強
い
経
営
体

の
育
成
や
収
益
性
の
向
上
な
ど
、
各
産

業
分
野
に
お
け
る
「
力
強
い
産
業
を
創

造
す
る
長
崎
県
」
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
県
民
の
皆
様
が
安
心
・

安
全
で
快
適
に
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
し
ま
や
過
疎
地
域
等
の
活
性
化
、

安
全･

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
、
良
好
で

快
適
な
環
境
づ
く
り
、
災
害
に
強
い
県

土
づ
く
り
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
な
ど
、「
安
心
快
適
な
暮
ら
し
広
が
る

長
崎
県
」
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

た
だ
、
本
県
の
課
題
を
克
服
す
る
た

め
に
は
、
行
政
の
力
だ
け
で
は
な
く
、

県
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
企
業
、
大
学
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
市
町
な
ど
、
地
域
社
会
の
様
々

な
力
を
結
集
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
長
崎
県
の
発
展
の
た
め
、
ど

う
か
皆
様
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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メ
イ
ン
テ
ー
マ

　
「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、

　
　
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」

　

平
成
27
年
11
月
18
日
（
水
）
諫
早
市
文

化
会
館
に
お
い
て
、
多
く
の
来
賓
に
ご
出

席
賜
り
、
県
下
各
地
か
ら
約
１
２
０
０
名

の
会
員
が
参
加
し
、
第
50
回
長
崎
県
老
人

ク
ラ
ブ
記
念
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

金
冨
副
会
長
に
よ
る
開
会
の
こ
と
ば
で

開
幕
。
開
会
挨
拶
の
中
で
島
中
会
長
は
、

昨
年
か
ら
取
り
組
ん
だ
会
員
増
強
運
動
に

つ
い
て
「
１
年
目
の
結
果
と
し
て
、
全
市

町
老
連
が
増
加
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、

７
市
町
老
連
が
前
年
度
よ
り
増
加
し
た
。

２
年
目
以
降
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
皆
様
の

パ
ワ
ー
を
全
開
し
、
そ
れ
ぞ
れ
立
場
で
会

員
増
強
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。」
ま
た
、
来
年
10
月
長
崎
県
で
開
催

さ
れ
る
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
関
連
事
業

「
地
域
文
化
伝
承
館
」
に
つ
い
て
、「
山
口

県
老
連
よ
り
『
伝
承
館
旗
』
を
引
き
継
い

で
き
た
。
今
後
、
出
演
・
展
示
等
へ
の
協

力
を
お
願
す
る
。」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

次
に
、県
老
連
創
立
50
周
年
に
あ
た
り
、

中
村
県
知
事
か
ら
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
５
団

体
へ
特
別
表
彰
が
行
わ
れ
、
続
い
て
、
功

労
者
へ
の
会
長
表
彰
、来
賓
祝
辞
、時
津
町

老
連
黒
田
会
長
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
最

後
に
、寺
田
副
会
長
が
大
会
宣
言（
案
）
を

朗
読
、満
場
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
に
は
、『
い
つ
ま
で
も
元
気

に
暮
ら
す
秘
訣
～
老
人
ク
ラ
ブ
に
期
待
す

る
こ
と
～
』
と
題
し
て
、
長
崎
大
学
副
学

長
の
松
坂
誠の

ぶ
お
う應
先
生
に
よ
る
特
別
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

　

松
坂
先
生
は
、
日
頃
、
老
人
ク
ラ
ブ
が

健
康
づ
く
り
等
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

『
長
崎
県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
セ

ン
タ
ー
』
の
代
表
を
務
め
ら
れ
て
お
り
、

講
話
で
は
、「
高
齢
者
の
心
と
体
の
特
徴
」・

「『
寝
た
き
り
』に
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
」・「
介

護
予
防
と
健
康
づ
く
り
」・「
健
康
づ
く
り

の
ポ
イ
ン
ト
」・「
健
康
づ
く
り
か
ら
仲
間

づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
」・「
老
人
ク
ラ
ブ

の
役
割
」
の
６
項
目
を
解
り
や
す
く
、
楽

し
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
県
警
察
本
部
と
諫
早
警

察
署
の
ご
協
力
に
よ
り
特
殊
詐
欺
に
つ
い

て
の
講
話
と
寸
劇
が
あ
り
、
そ
の
後
の
演

芸
発
表
で
は
、
10
市
町
老
連
か
ら
12
団
体

が
出
演
し
、
各
団
体
と
も
練
習
の
成
果
を

十
分
発
揮
さ
れ
、
皆
さ
ん
大
変
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　

ロ
ビ
ー
で
は
、
県
老
連
若
手
委
員
会
に

よ
る
「
体
力
測
定
」
の
実
演
と
「
地
域
文

化
伝
承
館
」

の
展
示
ブ
ー

ス
の
実
物
大

の
見
本
が
設

置
さ
れ
ま
し

た
。
（
展
示

ブ
ー
ス
の
写

真
は
表
紙
に

掲
載
）

《
演
芸
発
表
参
加
チ
ー
ム
（
出
演
順
）》

①
長
崎
市
老
連

　
　
　

森 

啓
子　

他
10
名

　
　

民
踊
「
面
浮
立
」

②
南
島
原
市
老
連

　
　
　

池
田 

澄
恵　

他
６
名

　
　

舞
踊
「
人
生
み
ち
づ
れ
」

③
壱
岐
市
老
連

　
　
　

柳
澤 

幸
子　

他
６
名

　
　

民
謡
「
新
壱
州
お
け
さ
」

④
長
与
町
老
連

　
　
　

田
島 

博
子　

他
14
名

　
　

民
踊
「
花
笠
音
頭
」

⑤
島
原
市
老
連

　
　
　

西
田 

正
剛　

他
17
名

　
　

舞
踊
「
島
原
ハ
イ
ヤ
く
ず
し
」

⑥
大
村
市
老
連

　
　
　

岩
本 

チ
ヅ
子　

他
８
名

　
　

創
作
ダ
ン
ス

　
　
　
「
ソ
ゥ 
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
」

⑦
佐
世
保
市
老
連

　
　
　

種
田 

恵
美
子　

他
10
名

　
　

太
極
拳
「
32
式
剣
」

⑧
長
崎
市
老
連

　
　
　

中
島 

弘
子　

他
13
名

　
　

舞
踊
「
龍
馬
お
ど
り
」

⑨
大
村
市
老
連

　
　
　

山
口 

鷹
士　

他
12
名

　
　

創
作
舞
踊
「
望
郷
じ
ょ
ん
が
ら
」

⑩
佐
々
町
老
連

　
　
　

岡 

洋
子　

他
13
名

　
　

民
謡
「
佐
渡
お
け
さ
」

⑪
雲
仙
市
老
連

　
　
　

井
上 

哲
夫　

他
８
名

　
　

伝
承
芸
能  

小
豆
島
望
郷
歌「
よ
伊
勢
」

⑫
諫
早
市
老
連

　
　
　

伊
藤 

弘　

他
21
名

　
　

舞
踊
「
水
戸
黄
門
お
ど
り
」

 
第
50
回
長
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ

 
記
念
大
会
報
告

　
　
　
　
　（
県
老
連
創
立
50
周
年
）

島原市老連「島原ハイヤくずし」

大村市老連
「望郷じょんがら」

諫早市老連「水戸黄門おどり」

諫早警察署寸劇
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晴
れ
の
ご
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

4

   

平
成
27
年
度
各
種
表
彰

  

県
老
連
50
周
年
記
念
大
会
知
事
表
彰

　　

長
崎
市　
　

な
づ
み
会

　
　

〃　
　
　

恵
美
須
会

　

佐
世
保
市　

星
和
ク
ラ
ブ

　

大
村
市　
　

上
久
原
壮
寿
会

　

五
島
市　
　

下
崎
山
老
人
ク
ラ
ブ

  

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

●
育
成
功
労
者
表
彰

　

長
崎
県
老
連　
　

島
中　

英
安

　

長
与
町
老
連　
　

内
田　

政
信

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　

佐
世
保
市　

喜
久
寿
会

●
優
良
郡
市
区
町
村
老
連
表
彰

　

長
崎
市　
　

三
重
地
区
老
連

  

長
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

●
永
年
勤
続
功
労
者
表
彰

　
《
市
町
老
連
役
職
員
38
名
》

　

長
崎
市
老
連　
　

森
川　

博

　

佐
世
保
市
老
連　

小
村　

省
二

　
　
　

〃　
　
　
　

森　
　
　

登

　
　
　

〃　
　
　
　

金
子　

健
夫

　

佐
世
保
市
老
連　

岡　
　

昭
男

　
　
　

〃　
　
　
　

相
川　

和
男

　
　
　

〃　
　
　
　

松
田　

義
弘

　
　
　

〃　
　
　
　

森　
　

瑩
子

　
　
　

〃　
　
　
　

福
田　

ハ
マ
エ

　
　
　

〃　
　
　
　

吉
本　

勝
一

　

島
原
市
老
連　
　

荒
木　

千
鶴

　
　
　

〃　
　
　
　

松
本　

秀
敏

　
　
　

〃　
　
　
　

梶
山　

富
子

　
　
　

〃　
　
　
　

中
山　

ヤ
ス
ヱ

　

諫
早
市
老
連　
　

山
本　

正
毅

　
　
　

〃　
　
　
　

下
釜　

健
巳

　
　
　

〃　
　
　
　

木
村　

博
行

　
　
　

〃　
　
　
　

田
中　

肇

　
　
　

〃　
　
　
　

山
口　

邦
明

　
　
　

〃　
　
　
　

藤
原　

瀧
春

　

大
村
市
老
連　
　

前
田　

滿
行

　
　
　

〃　
　
　
　

吉
田　

守

　
　
　

〃　
　
　
　

野
口　

喜
美
子

　
　
　

〃　
　
　
　

盛
田　

智
之

　

松
浦
市
老
連　
　

永
田　

俊
子

　
　
　

〃　
　
　
　

道
山　

煕

　
　
　

〃　
　
　
　

松
永　

茂
治

　
　
　

〃　
　
　
　

安
部　

恭
一

　

対
馬
市
老
連　
　

齋
藤　

義
人

　

五
島
市
老
連　
　

井
上　

徹

　
　
　

〃　
　
　
　

平
尾　

克
美

　
　
　

〃　
　
　
　

里
中　

鶴
男

　

西
海
市
老
連　
　

吉
田　

央
子

　
　
　

〃　
　
　
　

境　
　

香

　

南
島
原
市
老
連　

青
木　

久
子

　
　
　

〃　
　
　
　

銭
谷　

健

　
　
　

〃　
　
　
　

石
山　

一
代

　

時
津
町
老
連　
　

黒
田　

博

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　
《
６
ク
ラ
ブ
》

　

長
崎
市　
　

緑
会

　
　

〃　
　
　

親
和
会

　

佐
世
保
市　

喜
久
寿
会

　
　

〃　
　
　

峰
長
生
ク
ラ
ブ

　

諫
早
市　
　

馬
渡
町
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　

 

白
寿
会

　

南
島
原
市　

大
野
木
場
団
地
老
人

　
　
　
　
　
　

 

ク
ラ
ブ

●
仲
間
づ
く
り
プ
ラ
ス
ワ
ン
作
戦

　
《
７
老
連
》

　

壱
岐
市
老
連

　

島
原
市
老
連

　

時
津
町
老
連 

　

佐
々
町
老
連
（
３
年
連
続
受
賞
）

　

長
与
町
老
連
（
７
年
連
続
受
賞
）

　

松
浦
市
老
連

　

対
馬
市
老
連

●
会
員
増
強
運
動
特
別
賞

　
《
14
ク
ラ
ブ
》

　

長
崎
市　
　

睦
寿
会

　
　

〃　
　
　

小
ヶ
倉
し
ゅ
う
や
会

　
　

〃　
　
　

福
寿
会

　

諫
早
市　
　

高
天
町
老
人
会

　

諫
早
市　
　

貝
津
町
長
寿
会

　

大
村
市　
　

三
浦
東
老
人
ク
ラ
ブ

　

松
浦
市　
　

里
第
二
不
老
会

　
　

〃　
　
　

今
福
第
一
長
寿
会

　
　

〃　
　
　

阿
翁
浦
北
老
人
ク
ラ
ブ

　
　

〃　
　
　

阿
翁
浦
南
老
人
ク
ラ
ブ

　

五
島
市　
　

荒
川
老
人
ク
ラ
ブ

　

西
海
市　
　

白
崎
老
人
ク
ラ
ブ

　

長
与
町　
　

高
寿
会

　
　

〃　
　
　

観
寿
会

   

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

『
活
動
賞
』　

●
仲
間
づ
く
り
活
動
部
門

　

大
村
市　

木
場
老
人
ク
ラ
ブ
長
寿
会

●
健
康
づ
く
り
活
動
部
門

　

長
崎
市　

土
井
首
地
区

　
　
　
　
　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
部
門

　

諫
早
市　

平
山
町
寿
会

　

南
島
原
市　

有
家
地
区

　
　
　
　
　
　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

『
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
特
別
賞
』

　

長
崎
市　
　

睦
寿
会

　

諫
早
市　
　

高
天
町
老
人
会

　

五
島
市　
　

荒
川
老
人
ク
ラ
ブ

　

長
与
町　
　

観
寿
会

　 



　

  

南
島
原
市
　
長
門
　
昭
子

（
元 

県
老
連
副
会
長
・
女
性
部
会
長
）

　

先
輩
か
ら
「
婦
人
会
も
兼
ね
て
老
人

会
に
入
っ
て
く
れ
ん
ね
。
老
人
ば
か
り

で
面
白
く
な
か
け
ん
。」
と
誘
わ
れ
て
老

人
会
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
が
、

六
十
代
の
半
ば
で
し
た
。

　

平
成
11
年
１
月
21
・
22
日
横
浜
の
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
る
友
愛
活
動

全
国
大
会
に
参
加
の
声
が
か
か
り
、
会

の
内
容
が
何
も
判
っ
て
い
な
い
私
は
、

チ
ャ
ン
ス
と
思
い
参
加
す
る
こ
と
に
決

め
ま
し
た
。

　

出
発
直
前
、
県
老
連
か
ら
電
話
が
あ

り
、
グ
ル
ー
プ
協
議
の
司
会
を
す
る
よ

う
に
言
わ
れ
、
参
加
に
と
び
つ
い
た
軽

率
さ
を
反
省
し
た
次
第
で
す
。

　

始
め
て
の
全
国
的
な
会
に
、
初
心
者

の
私
が
参
加
と
い
う
不
安
を
い
っ
ぱ
い

抱
え
て
会
場
に
着
き
ま
し
た
。

　
「
長
崎
県
の
方
々
で
す
ね
。
私
も
五
島

出
身
で
す
よ
。」
と
に
こ
や
か
に
声
を
掛

け
て
下
さ
っ
た
の
は
、
本
会
主
催
全
老

連
の
事
務
局
長
「
川か

わ
じ
り尻
禮た
か

郎お 

様
」
と
判

り
、
砂
漠
で
オ
ア
シ
ス
に
逢
っ
た
安
堵

感
を
覚
え
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
１
月
25
・
26
日
、
東
京
ア

ジ
ュ
ー
ル
竹
芝
で
実
施
さ
れ
た
第
10
回

友
愛
活
動
リ
ー
ダ
ー
交
流
会
に
又
も
や

参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

時
し
も
町
村
合
併
の
真
最
中
で
、
合

併
に
伴
う
老
人
会
の
組
織
変
動
等
の
実

態
を
発
表
す
る
よ
う
に
指
名
さ
れ
、
無

我
夢
中
で
現
況
を
話
し
、
辛
う
じ
て
責

を
ふ
さ
ぎ
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
度
の
役
員
改
選
に
よ
り
県

老
連
副
会
長
兼
女
性
部
長
と
い
う
大
役

を
仰
せ
つ
か
り
、
今
後
ど
う
し
よ
う
と

不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

取
り
敢
え
ず
全
老
連
・
県
老
連
で
開

催
さ
れ
る
役
員
会
、
研
修
会
に
極
力
出

席
し
、
老
人
会
に
つ
い
て
勉
強
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
他
県
の
方
々

と
の
交
流
も
深
ま
り
、
全
老
連
で
顔
を

合
わ
せ
る
の
が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

又
、
県
老
連
主
催
の
相
互
支
援
推
進

の
た
め
、
毎
年
４
箇
所
程
度
の
市
町
老

連
へ
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
そ
の
地
域
の

実
情
も
識
り
交
流
も
で
き
、
私
に
と
り

ま
し
て
と
て
も
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
ば

か
り
で
し
た
。

　

印
象
的
な
出
来
事
を
少
し
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
20
年
本
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国

老
人
大
会
で
し
た
。
準
備
の
た
め
幾
度

と
な
く
役
員
会
も
開
か
れ
役
割
も
決
ま

り
ま
し
た
。
女
性
部
は
参
加
者
全
員
に

お
持
ち
帰
り
い
た
だ
く
、
お
土
産
用
の

マ
ス
コ
ッ
ト
作
り
で
し
た
。　
　

　

役
員
会
で
決
め
た
オ
ラ
ン
ダ
万
才
の

人
形
は
、
予
想
よ
り
難
し
か
っ
た
と
み

え
、
県
老
連
の
事
務
所
を
訪
ね
た
時
に

は
、
手
直
し
が
必
要
と
思
わ
れ
る
人
形

が
山
積
み
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
村
岡
局

長
も
随
分
手
直
し
に
協
力
し
て
下
さ
っ

て
い
ま
し
た
が
、
結
局
、
田
原
女
性
副

会
長
と
私
が
自
宅
に
持
ち
帰
り
、
や
っ

と
期
日
に
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
お
か
げ
様
で
大
会
は
恙
無
く

終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
10
月
31
日
、
突
然
、
心
筋

梗
塞
と
い
う
病
に
冒
さ
れ
幸
い
一
命
は

取
り
止
め
ま
し
た
が
、
健
康
に
自
信
が

な
く
な
り
翌
22
年
に
役
目
を
退
か
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
今
は
、
一
老
人
会
員

と
し
て
、
会
の
発
展
を
願
い
つ
つ
、
で

き
る
活
動
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
金
沢
で
行
わ
れ
た
全
国
大

会
で
、
全
老
連
会
長
か
ら
、
翌
24
年
、

東
京
で
実
施
さ
れ
た
第
50
回
記
念
大
会

で
は
厚
生
大
臣
賞
を
い
た
だ
き
、
身
に

余
る
名
誉
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
、
急
速
に
進
ん
だ
少
子
高
齢
化

の
風
に
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
老
人
を
、
し
っ

か
り
「
絆
」
の
輪
で
守
っ
て
い
け
る
の

は
老
人
ク
ラ
ブ
の
存
在
で
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
の
人
と
協
力

し
て
よ
り
良
い
社
会
を
作
っ
て
い
く
為

に
在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛
活
動
・
子

供
や
老
人
を
事
故
か
ら
守
る
活
動
・
環

境
美
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
行

う
必
要
不
可
欠
な
組
織
で
す
。

　

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
魅
力
あ

る
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
続
け
、
一
人
で

も
多
く
の
仲
間
を
増
や
し
て
、
老
人
の

事
故
や
孤
独
を
失
く
す
る
為
に
力
を
合

わ
せ
て
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
老
連
創
立  

五
十
周
年
に
寄
せ
て 
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大会宣言を朗読する長門さん



　  

長
崎
市
　
高
橋 
チ
ヨ
ノ

　
　
　
　
　
（
元 
県
老
連
事
務
局
長
）

　　

長
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
創
立

五
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
平
成
15
年
４
月
か
ら
平
成
18
年

３
月
ま
で
３
年
間
事
務
局
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

　

就
任
当
初
は
、
初
め
て
の
女
性
の
事

務
局
長
と
言
う
こ
と
で
、
会
長
さ
ん
を

は
じ
め
会
員
の
皆
様
方
に
も
た
い
へ
ん

ご
心
配
を
お
か
け
し
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

お
陰
様
で
皆
様
方
の
暖
か
い
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ど
う
に
か
つ
と
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

当
時
は
県
に
お
い
て
も
市
町
村
合
併

推
進
の
真
最
中
で
し
た
。
市
町
村
合
併

に
伴
い
市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
も

再
編
成
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
老
連
で
は
何
度
も
会
合
を

開
き
、
ご
苦
労
を
重
ね
な
が
ら
、
会
員

の
皆
様
方
を
ま
と
め
て
い
か
れ
た
リ
ー

ダ
ー
の
方
々
に
は
た
だ
た
だ
敬
服
す
る

ば
か
り
で
し
た
。

　

県
老
連
の
役
員
会
な
ど
で
市
町
村
老

連
の
役
員
の
方
々
と
お
会
い
す
る
機
会

も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
理
事
会
の
休

憩
の
と
き
に
は
よ
く
戦
争
の
お
話
を
き

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

実
際
に
戦
場
で
戦
っ
た
方
や
兵
器
工

場
で
爆
撃
を
受
け
た
話
、
負
傷
し
た
ら

国
に
帰
れ
る
か
ら
と
利
き
腕
で
は
な

い
方
を
砲
火
に
さ
ら
し
て
も
当
た
ら
な

か
っ
た
話
な
ど
、
ま
た
理
事
さ
ん
の
中

で
階
級
は
誰
が
一
番
上
か
な
ど
な
ご
や

か
な
お
話
も
あ
っ
て
戦
時
下
で
の
青
春

時
代
を
垣
間
見
た
気
が
し
ま
し
た
。

　

県
老
連
で
人
生
経
験
豊
か
な
皆
様
方

と
時
間
を
共
有
で
き
た
こ
と
は
、
そ
の

後
の
私
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
に
な
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
全
体
と
し
て
は
高
齢
者
が
増
え

て
い
る
な
か
で
、
会
員
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
は
残
念
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
健
康
状
態
や
経
済
的

な
問
題
等
も
あ
り
高
齢
者
の
生
き
方
も

多
様
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

加
入
す
る
時
期
、
動
機
な
ど
も
個
人

差
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
中
で
の

加
入
促
進
は
難
し
い
面
も
あ
る
と
は
思

い
ま
す
が
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
地
域

の
中
で
常
に
周
囲
に
目
配
り
し
、
必
要

と
し
て
い
る
方
や
そ
ろ
そ
ろ
入
ろ
う
か

と
思
っ
て
い
る
方
に
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く

手
を
差
し
伸
べ
、
ひ
と
声
か
け
る
勇
気

を
持
つ
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
な
に
よ
り
老
人
ク
ラ
ブ
が

楽
し
く
活
動
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
が

加
入
促
進
の
大
き
な
決
め
手
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

や
や
も
す
れ
ば
孤
立
し
が
ち
な
高
齢

者
が
地
域
で
暮
ら
し
て
い
こ
う
と
す
る

時
、
老
人
ク
ラ
ブ
は
強
い
支
え
に
な
る

と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

長
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
今
後
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り
し

て
お
り
ま
す
。

県
老
連
創
立  

五
十
周
年
に
寄
せ
て 

❷

6

説明する高橋さん

アトラクション　大浦保育園



 
市
町
老
連  

女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　　
　

平
成
27
年
９
月
３
日（
木
）～
４
日（
金
）

南
風
楼
（
島
原
市
）
に
お
い
て
、女
性
リ
ー

ダ
ー
55
名
が
参
加
し
て
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

島
中
会
長
、
寺
田
女
性
部
会
長
の
開
会

挨
拶
の
後
、
報
告
、
講
話
、
事
務
局
説
明
、

グ
ル
ー
プ
協
議
・
全
体
会
、
創
作
タ
イ
ム

（
折
り
紙
・
ま
ゆ
だ
ま
）
な
ど
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

【
報
告
】　

　
「
第
26
回
老
人
ク
ラ
ブ
女
性

リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」

　
　
　
　
　

佐
世
保
市
老
連

　
　
　
　
　
　

田
坂
弘
子 

女
性
部
長

　
「
第
20
回
在
宅
福
祉
を
支
え
る

	

友
愛
活
動
セ
ミ
ナ
ー
」

　
　
　
　
　

時
津
町
老
連

　
　
　
　
　
　

中
山
明
美 

女
性
部
長

【
講
話
】

　
「
認
知
症
の
理
解
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　

長
崎
県　

長
寿
社
会
課　

　
　
　
　
　
　

矢
野
亮
一 
係
長

　
　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

　

と
し
て
、
高
齢
化
の
推
移
、
認
知
症
と

　

は
、
認
知
症
と
気
づ
く
ポ
イ
ン
ト
な
ど

　

に
つ
い
て
講
話
い
た
だ
き
、
最
後
に
認

　

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
目
印
で
あ
る
オ
レ

　

ン
ジ
リ
ン
グ
が
参
加
者
へ
配
付
さ
れ
ま

　

し
た
。

【
説
明
】　
県
老
連
事
務
局

　
・
会
員
増
強
運
動
の
結
果
な
ど

【
グ
ル
ー
プ
・
全
体
協
議
】

　
テ
ー
マ

　
第
１
分
科
会

　
　
「
会
員
増
強
に
つ
い
て
」

　
第
２
分
科
会

　
　
「
友
愛
活
動(

新
地
域
支
援
活
動
）

　
　
に
つ
い
て
」

　

参
加
者
が
５
～
６
人
の
10
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、「
会
員
加
入
に
つ
い
て
女
性
部

と
し
て
の
取
り
組
み
状
況
」「
会
員
増
強

運
動
の
結
果
と
反
省
、
今
年
度
の
取
り
組

み
」「
各
地
域
で
の
友
愛
活
動
状
況
と
関

係
機
関
と
の
連
携
」
な
ど
日
頃
の
活
動
の

成
果
や
悩
み
、
そ
の
解
決
策
等
に
つ
い
て

情
報
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
翌
日
の
全

体
会
で
協
議
結
果
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発

表
し
、
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

【
創
作
タ
イ
ム
】

　

大
村
市
老
連
の
野
口
喜
美
子
女
性
部
会

長
と
佐
世
保
市
老
連
の
田
坂
弘
子
女
性
部

会
長
の
指
導
に
よ
り
「
折
り
紙 

つ
ば
き
・

あ
じ
さ
い
」
と
「
ま
ゆ
だ
ま
」
を
作
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
創
作
は
、
平
成
28
年
に
長
崎
県

で
開
催
さ
れ
る｢

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
長
崎

２
０
１
６
・
地
域
文
化
伝
承
館｣

に
お
い

て
来
場
者
に
配
布
さ
れ
る
記
念
品
と
な
る

た
め
、
確
実
に
作
成
で
き
る
よ
う
講
師
の

方
々
の
懇
切
丁
寧
な
指
導
に
よ
り
皆
さ
ん

真
剣
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
今
後
、
各

地
域
に
お
い
て
今
回
参
加
さ
れ
た
方
々
が

講
師
と
な
っ
て
記
念
品
が
作
成
さ
れ
る
予

定
で
す
。

開 

催 

報 

告

7



 
市
町
老
連  

若
手
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　　
　

平
成
27
年
９
月
10
日（
木
）～
11
日（
金
）

海
の
健
康
村
（
長
崎
市
）
に
お
い
て
、
若

手
リ
ー
ダ
ー
46
名
（
う
ち
女
性
７
名
）
が

参
加
し
て
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

島
中
会
長
、
中
野
委
員
長
の
開
催
挨
拶

の
後
、
講
話
、
事
例
発
表
、
事
務
局
説
明
、

報
告
、
グ
ル
ー
プ
協
議
・
全
体
会
な
ど
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

【
講
話
】　

　
　
　
　
　

長
崎
県　

長
寿
社
会
課　

飛
田
英
孝 

課
長
補
佐

　「
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
つ
い
て
」

　
「
介
護
予
防
の
今
後
の
方
向
性
に

　
つ
い
て
」

【
事
例
発
表
】

　
　
　
　
　

県
老
連
若
手
委
員
会

中
野
勝
利 

委
員
長

・「
市
町
老
連
若
手
委
員
会
」
が
会
員

　
増
強
に
果
た
す
役
割

　
～
平
成
27
年
度
市
町
老
連
会
員
増
強

　
　
　
　
運
動
方
針
を
踏
ま
え
て
～

・
若
手
委
員
会
未
設
置
市
町
老
連
で
の

　
若
手
が
会
員
増
強
に
果
た
す
役
割

　
～
若
手
が
会
員
増
強
す
る
に
は
単
独

　
よ
り
組
織
的
な
行
動
が
効
果
的
！　

　
若
手
委
員
会
の
設
置
が
必
要
！
～

【
事
務
局
説
明
】　　
県
老
連
事
務
局

・
平
成
26
年
度
会
員
増
強
運
動
実
績

・
平
成
27
年
度
の
主
な
行
事

・
老
人
ク
ラ
ブ
傷
害
保
険
、
賠
償
責
任

　
保
険
に
つ
い
て

【
報
告
】　　

　
「
第
12
期
健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」　

　
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　

長
崎
市
老
連　

  

加
納
省
司

　
「
第
20
回
在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛

　
活
動
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　

佐
世
保
市
老
連　

金
子
健
夫

【
グ
ル
ー
プ
・
全
体
協
議
】

　
テ
ー
マ

　
『
若
手
委
員（
会
）（
若
手
役
員
）が　

　
会
員
増
強
に
果
た
す
役
割
は
何
か
』

　

参
加
者
が
８
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
各

市
町
老
連
に
お
け
る
取
組
状
況
や
今
後
の

計
画
、
新
た
な
取
組
み
の
提
案
な
ど
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
翌
日
の
全
体
会

で
は
中
野
委
員
長
の
司
会
進
行
に
よ
り
討

議
結
果
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
し
、
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
か
ら
「
各
市
町
老
連
の
取

組
み
内
容
と
反
省
点
」
を
は
じ
め
、「
具

体
的
な
勧
誘
活
動
」「
若
手
が
取
り
組
ん

で
い
る
役
割
」
な
ど
の
問
題
点
や
今
後
の

活
動
へ
の
提
案
な
ど
が
発
表
さ
れ
、「
老

人
ク
ラ
ブ
の
Ｐ
Ｒ
の
重
要
性
」「
老
人
ク

ラ
ブ
の
名
称
」「
地
域
の
実
態
に
応
じ
た

取
組
み
」
な
ど
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し

た
。

開 

催 

報 

告
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第
44
回 

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　

平
成
27
年
10
月
28
日（
水
）～
29
日（
木
）

ま
で
の
２
日
間
、「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿

命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
全
国
か
ら
約
１
８
０
０
名
、

長
崎
県
か
ら
12
名
が
参
加
し
て
、
と
静
岡

県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

「
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
」（
静
岡
市
）
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
テ
ー
マ
別
に
分
散
し
て
の

活
動
交
流
部
会
が
行
わ
れ
、
１
部
会
「
支

え
合
う
地
域
づ
く
り
」、
２
部
会
「
同
世

代
の
連
帯
・
仲
間
づ
く
り
」、
３
部
会
「
演

じ
る
活
動
」
と
し
て
各
地
域
で
取
り
組
ん

で
い
る
演
劇
や
合
唱
な
ど
の
活
動
に
つ
い

て
６
団
体
が
実
演
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
地
元
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の

コ
ー
ラ
ス
で
は
じ
ま
り
、
久
能
山
東
照
宮

司
・
博
物
館
長
の
落
合
偉
洲
氏
の
「
徳
川

家
康
公
と
久
能
山
東
照
宮
」
と
題
し
た
講

演
、
東
海
大
付
属
静
岡
翔
洋
高
等
学
校
・

中
等
部
の
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
よ
る
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
式
典
で
は
、
全

国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
斎
藤
会
長
か
ら
老

人
ク
ラ
ブ
の
育
成
に
功
績
が
あ
っ
た
方
々

に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
本

県
か
ら
の
受
賞
者
は
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。）

　

最
後
に
「
老
人
ク
ラ
ブ
『
１
０
０
万
人

会
員
増
強
運
動
』
の
展
開
」
な
ど
５
項
目 

の
実
践
の
誓
い
を
盛
り
込
ん
だ
大
会
宣
言

　

平
成
27
年
７
月
９
日（
木
）～
10
日（
金
）

宮
崎
市
（
宮
崎
観
光
ホ
テ
ル
）
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
長
崎
県
か
ら
24
名
、
全
体
で

約
４
８
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

《
基
調
報
告
》

　
「
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
運
動
・
行

　
動
提
案
」

　
　
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
て

全
老
連　

齋
藤
秀
樹　

常
務
理
事

《
研
究
部
会
》

　

第
１
研
究
部
会

　
　
「
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動

　
　

の
推
進
」

　

第
２
研
究
部
会　

　
　
「
友
愛
活
動 (
高
齢
者
相
互
の
支

　
　

え
合
い)

の
推
進
」

（
案
）
を
静
岡
県
老
連
平
田
副
会
長
・
女

性
委
員
長
が
朗
読
、
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　

次
回
の
第
45
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

は
、
平
成
28
年
11
月
９
日
（
水
）
～
10
日

（
木
）
の
日
程
で
富
山
県
に
お
い
て
開
催

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
第
３
研
究
部
会

　
　
「
会
員
増
強(

１
０
０
万
人
会
員

　
　
増
強
運
動)

の
推
進
」

参 

加 

報 

告

 

平
成
27
年
度 

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

参 

加 

報 

告
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各
研
究
部
会
そ
れ
ぞ
れ
３
団
体
か
ら
事

例
発
表
が
あ
り
、
第
３
研
究
部
会
で
は
、

本
県
長
与
町
老
連
の
内
田
会
長
が
、「
プ

ラ
ス
ワ
ン
作
戦
の
連
続
受
賞
を
目
指
し

て
」と
題
し
て
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

《
講
演
》

　
「
地
域
で
の
高
齢
者
の
仲
間
づ
く
り

　
と
さ
さ
え
愛
」

　
　

宮
崎
市  

さ
さ
え
愛
生
目
台
理
事
長

矢
方　

幸　

氏

　

①
時
代
の
変
化

　

②
年
を
重
ね
る
と
言
う
こ
と

　

③
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

　

④
仲
間
づ
く
り

　

⑤
ど
う
や
っ
て
あ
の
世
に
旅
立
つ
の
か

　
　

な
ど
、
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
で
大

　

切
な
課
題
に
つ
い
て
の
講
演
で
し
た
。

　

常
陸
宮
同
妃
両
殿
下
の
ご
臨
席
を
賜

り
、
平
成
27
年
10
月
17
日
（
土
）
～
20
日

（
火
）「
お
い
で
ま
せ
！ 

元
気
な
笑
顔 

ゆ

め
舞
台
」
を
テ
ー
マ
に
山
口
県
下
19
市
町

村
で
25
種
目
、
全
国
か
ら
選
手
・
役
員
約

50
万
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
崎
県
か
ら
は
選
手
団
と
し
て
監
督
・

選
手
１
５
９
名
が
22
種
目
の
競
技
に
参
加

し
、
全
国
各
地
か
ら
参
加
さ
れ
た
選
手
団

と
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
実
力
を
十
分
に

発
揮
し
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
成
績
】

○
個
人
の
部

　
●
マ
ラ
ソ
ン

　
　

杉
本　

美
津
子　

70
歳
（
長
崎
市
）

　
　
　

女
子
３
km
（
70
歳
以
上
）
２
位

　
　

古
賀　

隆
則 　

63
歳
（
佐
世
保
市
）

　
　
　

男
子
５
km
（
70
歳
未
満
）
２
位

　
●
水
泳

　
　

森 　

洋
一　

74
歳
（
諫
早
市
）

　
　
　

男
子
25
m
自
由
形

　
　
　
　
（
70
～
74
歳
）
２
位

　
　
　

男
子
25
m
平
泳
ぎ

　
　
　
　
（
70
～
74
歳
）
２
位

　
　

本
山　

説
子　

62
歳
（
長
崎
市
）

　
　
　

女
子
25
m
自
由
形

　
　
　
　
（
60
～
64
歳
）
３
位

　
　

小
山　

和
洋　

66
歳
（
佐
世
保
市
）

　
　
　

男
子
50
m
平
泳
ぎ

　
　
　
　
（
65
～
69
歳) 

３
位

　
●
ボ
ウ
リ
ン
グ

　
　

野
口　

明
廣　

67
歳
（
島
原
市
）２

位

　

●
将
棋

　
　

石
川　

和
彦　

 

69
歳
（
長
崎
市
）　

う
ず
し
お
ブ
ロ
ッ
ク 

３
位

○
団
体
の
部

　
●
テ
ニ
ス

　
　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

１
位
グ
ル
ー
プ　

３
位

第
28
回
全
国
健
康
福
祉
祭

や
ま
ぐ
ち
大
会

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！

山
口
２
０
１
５
」
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【
入
賞
・
優
秀
賞
・
そ
の
他
の
受
賞
】

◇
美
術
展

　
《
銅
賞
》

 　
洋
画
の
部

　
　

新
堂　

史
子 　

67
歳
（
長
崎
市
）　

　
　
　
　

作
品
名　
『
暦
日
』

◇
優
秀
賞
（
個
人
）

　

 

ボ
ウ
リ
ン
グ　

　
　

井
上　

廣 　
65
歳
（
長
崎
市
）
４
位

◇
高
齢
者
賞
（
個
人
）

　

 

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

　
　

上　

美
智
子　

83
歳
（
長
崎
市
）　

地
域
文
化
伝
承
館
の
視
察
を終え

て

《 

伝
承
館
視
察
レ
ポ
ー
ト 

》

県
老
連
副
会
長　

寺
田
道
子

　

山
口
県
で
開
催
さ
れ
た
地
域
文
化
伝
承

館
の
視
察
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
、
現
地
に
バ
ス
で
着
い

て
息
を
呑
み
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
広
い
駐

車
場
、
そ
し
て
会
場
の
明
る
く
大
き
な

ド
ー
ム
に
。
平
地
が
多
い
県
は
羨
ま
し
く

感
じ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
グ
ル
ー
プ
で
の
出
演

が
主
で
あ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
、
こ

の
日
の
為
に
と
、
日
々
努
力
さ
れ
た
成
果

が
見
え
、
パ
ワ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

　

出
展
で
は
、
各
市
老
連
が
、
地
域
の
特

性
を
活
か
し
展
示
さ
れ
、
説
明
も
わ
か
り

や
す
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

体
験
コ
ー
ナ
ー
も
沢
山
あ
り
、
丁
寧
に

指
導
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
自
分
で
作
っ
た

物
は
お
土
産
に
頂
き
、
得
し
た
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。

　

長
崎
大
会
で
も
、
来
場
者
に
は
記
念
品

と
し
て
、
少
し
で
も
多
く
お
土
産
を
あ
げ

ら
れ
た
ら
喜
ば
れ
る
の
で
は
と
思
い
ま
し

た
。

第
28
回
全
国
健
康
福
祉
祭

や
ま
ぐ
ち
大
会
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《 
伝
承
館
視
察
レ
ポ
ー
ト 

》

　
　

川
棚
町
老
連
会
長　

荻
野
行
宣

　

快
晴
の
中
、
山
口
き
ら
ら
博
記
念
公
園

多
目
的
ド
ー
ム
の
真
っ
白
な
会
場
が
、
私

た
ち
を
温
か
く
出
迎
え
、
ま
た
地
域
文
化

伝
承
館
の
入
口
に
入
っ
た
と
き
に
は
、
見

事
な
大
凧
に
心
温
か
く
迎
え
て
頂
き
ま
し

た
。

　

ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
歌
に
、
踊
り
に
、

大
道
芸
等
の
多
彩
な
演
技
に
感
動
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

出
展
で
は
、
竹
細
工
、
手
芸
、
大
凧
、

機
織
り
体
験
な
ど
、
作
品
の
素
晴
ら
し
さ

と
同
時
に
、
作
品
の
内
容
を
、
親
切
丁
寧

に
わ
か
り
や
す
く
笑
顔
で
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
演
に
も
誘
わ
れ
て
挑
戦
し
ま

し
た
が
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
、
笑
顔
で

親
切
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
、
勝
負
で

勝
っ
た
り
と
楽
し
い
思
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
来
年
、
長
崎
県
で
の
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
で
す
が
、
あ
と
１
年
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　

長
崎
県
独
自
の
地
域
文
化
伝
承
館
の
充

実
と
成
功
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。

《 

伝
承
館
視
察
レ
ポ
ー
ト 

》

長
崎
市
老
連　

角
西
好
人

　

10
月
17
日
朝
８
時
30
分
、
地
域
文
化
伝

承
館
の
会
場
と
な
る
「
山
口
き
ら
ら
博
記

念
公
園
」
に
視
察
団
到
着
。

　

ま
ず
、
敷
地
の
広
さ
に
呆
然
と
な
る
。

　

公
園
の
面
積
は
約
80 

ha
、
本
来
の
駐

車
場
は
約
９
０
０
台
の
駐
車
が
可
能
で
あ

る
が
、
そ
れ
以
外
に
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の

た
め
に
臨
時
で
設
け
ら
れ
た
駐
車
場
は
、

約
１
万
台
の
駐
車
が
可
能
と
思
わ
れ
る
広

さ
で
し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
の
多
目
的
ド
ー
ム
（
広
さ

約
１
３
，
３
０
０
㎡
）
で
行
わ
れ
た
ね
ん

り
ん
フ
ェ
ス
タ
は
、と
て
も
余
裕
が
あ
り
、

地
域
文
化
伝
承
館
、
美
術
展
、
健
康
フ
ェ

ア
・
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
含
む
「
９
」
の
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
期
間
の
出
演
団
体
は
39
団
体
、

出
演
ブ
ー
ス
は
22
団
体
。
視
察
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
関
係
で
、
１
日
目
と
２
日
目

の
午
前
中
ま
で
し
か
視
察
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
創
意
工
夫
さ
れ

て
一
生
懸
命
や
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
れ
を
支
え
る
伝
承
館
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
（
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
）
は
60

名
で
、
ブ
ル
ー
系
統
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を

着
用
し
、
出
演
団
体
の
舞
台
裏
ま
で
の
案

内
を
し
て
い
ま
し
た
。　

　

た
だ
、
同
じ
伝
承
館
な
の
に
出
展
ブ
ー
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ス
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
は
あ
ま
り
い

な
く
て
、
出
展
ブ
ー
ス
の
関
係
者
が
頑

張
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

や
は
り
、
自
分
達
の
自
慢
の
も
の
を
出

展
さ
れ
て
い
る
の
で
説
明
が
丁
寧
で
し

た
。

　

ま
た
、
郷
土
愛
で
し
ょ
う
か
、
自
分
達

の
町
に
は
こ
ん
な
良
い
所
が
あ
る
の
で
、

是
非
遊
び
に
来
て
貰
い
た
い
と
熱
心
に
誘

わ
れ
ま
し
た
。

　

出
演
及
び
出
展
に
つ
い
て
は
、
長
崎
大

会
で
も
な
ん
と
か
や
れ
る
と
の
見
込
み
が

立
っ
た
有
意
義
な
視
察
だ
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。

　

後
１
年
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
山
口
大
会

に
負
け
な
い
立
派
な
長
崎
大
会
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。い
や
必
ず
成
功
さ
せ
ま
す
。

　

た
だ
、
一
抹
の
不
安
と
し
て
、
山
口
の

会
場
を
見
て
、
長
崎
市
の
地
域
文
化
伝
承

館
の
駐
車
場
を
含
む
交
通
ア
ク
セ
ス
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
く
の
か
と
心
配
に
な
り
ま
し

た
。

《 

伝
承
館
視
察
レ
ポ
ー
ト 
》

佐
々
町
老
連　

北
村
博
義

　

平
成
27
年
10
月
17
日
・
18
日 

山
口
き

ら
ら
博
記
念
公
園
で
開
催
さ
れ
た
「
や
ま

ぐ
ち
ね
ん
り
ん
フ
ェ
ス
タ
」を
視
察
し
て
、

ま
ず
驚
い
た
事
は
、
駐
車
場
の
雄
大
な
広

さ
で
あ
り
ま
し
た
。

　

目
的
地
の
地
域
文
化
伝
承
館
は
、
多
目

的
ド
ー
ム
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
二
面
可
能
）

で
あ
り
、
視
察
団
は
開
会
式
の
１
時
間
以

上
前
に
到
着
。
会
場
に
入
っ
て
見
る
と
、

学
生
達
50
名
に
依
る
迎
太
鼓
の
演
奏
を
見

聞
き
で
き
、
伝
承
館
会
場
の
設
置
は
、
会

場
の
入
口
左
側
に
22
の
ブ
ー
ス
の
出
展
場

と
、
右
側
に
出
演
ス
テ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
典
が
開
催
さ
れ
る
ま
で
に
時
間

が
あ
り
、
ま
だ
準
備
中
で
し
た
が
、
視
察

員
の
下
げ
札
を
つ
け
て
、
撮
影
し
な
が
ら

見
て
廻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　　

出
展
は
11
の
市
老
連
か
ら
19
ブ
ー
ス
、

他
に
商
工
会
（
ひ
な
も
ん
教
室
）・
柳
井

縞
の
会
（
機
械
織
り
体
験
）、

福
祉
協
議
会
（
啓
発
）
の
22
の
ブ
ー
ス
の

出
展
が
有
り
、
い
ず
れ
も
名
人
芸
の
作
品

が
多
か
っ
た
で
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
出
演
は
10
時
20
分
よ
り
混
声

コ
ー
ラ
ス
で
始
ま
り
、
午
前
中
に
８
つ
、

午
後
に
８
つ
、
18
日
は
午
前
中
９
つ
、
19

日
は
午
前
中
に
７
つ
、
午
後
に
７
つ
、
合

計
で
39
の
出
演
で
、
18
日
15
時
30
分
に
閉

会
式
で
し
た
。 
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第
一
日
目　
13
時
30
分
開
会

○
開
催
あ
い
さ
つ
と
日
程
・
資
料
説
明

○
基
調
報
告
（
60
分
）

　
「
老
人
ク
ラ
ブ
の
全
国
運
動
・
行
動　

　

提
案
に
つ
い
て
」

休
憩

○
事
例
発
表
①
（
30
分
）　　

　

女
性
会
長
の
会
で
女
性
の
参
画
を　

　

推
進
し
よ
う

○
事
例
発
表
②
（
30
分
）　　

　
「
ご
近
所
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活　
　

　

動
」
へ
の
参
加

○
分
散
会
～
グ
ル
ー
プ
協
議
へ
の
進　

　
め
方
（
30
分
）

第
二
日
目　
９
時
30
分

○
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
（
10
分
）

○
分
散
会　

　
28
グ
ル
ー
プ
別
協
議
（
１
４
０
分
）

◇
グ
ル
ー
プ
12
（
４
名
）

　
　

愛
知
県
・
和
歌
山
県
・

　
　

香
川
県
・
長
崎
県
（
井
戸
川
哲
子
）

○
選
ん
だ
活
動

　

ゴ
ミ
集
積
所
の
ネ
ッ
ト
の
片
付
け

《
奉
仕
》

・
み
ん
な
と
一
緒
に
奉
仕
の
喜
び
、
楽
し

　
く
で
き
る
。

《
分
別
》

 

・
分
別
が
丁
寧
に
な
り
会
話
が
は
ず
む
。

 

・
ゴ
ミ
を
き
ち
ん
と
出
す
習
慣
に
な
る
。

 

・
分
別
が
良
く
な
り
ま
す
。

《
情
報
交
換
》

 

・
み
ん
な
と
の
出
会
い
が
楽
し
み
。

 

・
子
供
等
に
周
知
さ
せ
る
。

 

・
み
ん
な
に
会
え
て
話
し
合
い
が
で
き

　

 

る
。

《
自
覚
・
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
》

 

・
地
域
に
役
立
つ
こ
と
を
し
て
い
る
。

　
（
自
覚
）

 

・
地
域
に
役
立
っ
て
い
る
。

 

・
皆
の
役
に
立
っ
て
い
る
こ
と
で
自
分

　

に
責
任
を
持
て
る
。

《
加
入
促
進
》

 

・
週
２
回
の
間
に
情
報
交
換
し
加
入
促

　

進
に
つ
な
が
る
。

◇
５
年
後
、
10
年
後
に
自
分
が
し
て
も

　
ら
い
た
い
事
柄
に
つ
い
て

 

・
買
い
物
手
伝
い
・
家
事
手
伝
い
・
通

　

院
等
の
足
・
ゴ
ミ
出
し
・
墓
掃
除
・

　

相
談
相
手
な
ど

○
全
体
会
（
50
分
）

 

・
老
人
ク
ラ
ブ
保
険
の
説
明

　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
保
険
係

 

・
全
体
会
の
事
務
局
説
明

○
閉
会
挨
拶　

　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

常
務
理
事　

齋
藤
秀
樹

　

女
性
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
私
の
地
元
で
は
思
い
も
付
か
な

い
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
に
刺
激
を
受

け
ま
し
た
。
女
性
中
心
の
活
動
の
中
で

素
晴
ら
し
い
成
果
を
上
げ
て
い
る
ク
ラ

ブ
の
実
情
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

地
元
の
特
性
を
活
か
し
た
活
動
を
考

え
て
魅
力
あ
る
女
性
の
参
画
を
推
進
し

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
機
関
誌
は
共
同
募
金
の

配
分
金
に
よ
り
発
行
し
ま
し
た
。

　
　

 

県
老
連
女
性
部
会
長　
　
　
　

　
　
　
　
寺
田
　
道
子

　
　

壱
岐
市
老
連
女
性
部
長　

　
　
　
　
井
戸
川
　
哲
子
（
筆
者
）

　　
　

平
成
27
年
11
月
19
日
（
木
）
～
20
日
（
金
）

　
　

東
京
都
「
新
霞
が
関
ビ
ル
」
で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
数
１
２
５
名
が
全
国
か
ら
参

　

集
し
、
長
崎
県
か
ら
は
寺
田
女
性
部
会
長
と
私
が
参
加
し
ま
し
た
。。

「
第
27
回
全
老
連
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参
加
し
て

この機関誌は共同募金の
配分金により発行しました。

14



　
　
　
　

長
崎
市
老
連 　

城
田
治
幸

（
前
県
老
連
事
務
局
長
）

　
11
月
23
日(

月)

、
集
合
場
所
を
国
内
線

タ
ー
ミ
ナ
ル
と
間
違
わ
れ
る
と
い
う
ち

ょ
っ
と
し
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
、
予

定
の
９
時
を
少
し
過
ぎ
ま
し
た
が
、
無

事
に
福
岡
空
港
に
全
員
集
合
。
昨
年
は

急
遽
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
初
参
加
の

Ｈ
さ
ん
ご
夫
妻
を
除
い
て
２
年
ぶ
り
の

再
会
で
し
た
が
、
早
速
、
お
互
い
の
近

況
を
報
告
し
あ
う
な
ど
、
自
然
に
い
つ

も
の
家
族
的
な
雰
囲
気
に
。

10
時
55
分
福
岡
空
港
発
、
中
華
航
空

機
で
一
路
台
北
へ
。
食
事
や
ビ
デ
オ
鑑

賞
等
、
あ
わ
た
だ
し
く
機
内
で
過
ご
し
、

現
地
時
間
12
時
35
分
に
桃
園
国
際
空
港

に
無
事
到
着
。

空
港
で
現
地
ガ
イ
ド
の

康
さ
ん
の
出
迎
え
を
受
け
、

最
初
に
向
か
っ
た
の
は
、

台
北
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
「
台

北
１
０
１
展
望
台
」。
ギ
ネ

ス
認
定
の
世
界
最
速
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
で
地
上
89
階(

高

さ
３
８
２
ｍ)

ま
で
わ
ず
か

37
秒
で
到
着
。
曇
り
時
々

雨
の
予
報
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
青
空
も
の
ぞ
く
ま
ず

ま
ず
の
天
気
で
、
中
国
大
陸
ま
で
と
は

い
き
ま
せ
ん
が
、
大
パ
ノ
ラ
マ
を
満
喫

し
ま
し
た
。

次
は
、
約
33
万
人
の
英
霊
を
祀
る
「
忠

烈
祠
」、
一
糸
乱
れ
ぬ
衛
兵
交
代
式
を
見

学
、
何
が
あ
っ
て
も
直
立
不
動
と
の
こ

と
、
蚊
に
刺
さ
れ
た
ら
大
変
だ
ろ
う
な

と
余
計
な
心
配
を
し
な
が
ら
宿
舎
「
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
ホ
テ
ル
台
北
」
へ
。

夕
食
は
、
行
列
の
出
来
る
小
籠
包
店

と
し
て
有
名
な
「
鼎
泰
豊(

デ
ィ
ン
タ

イ
フ
ォ
ン)
」
で
点
心
料
理
。
次
々
と
出

さ
れ
る
ス
ピ
ー
ド
に
負
け
な
い
よ
う
必

死
で
口
に
入
れ
、
長
い
こ
と
待
っ
て
食

事
時
間
は
30
分
少
々
で
し
た
。

11
月
24
日
（
火)

、
朝
か
ら
世
界
四
大
博

物
館
の
一
つ
「
故
宮
博
物
院
」
へ
。
中
国

歴
代
王
朝
の
至
宝
、
特
に
有
名
な
「
翠

玉
白
菜
」
な
ど
を
鑑
賞
。
中
国
の
壮
大

な
歴
史
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
を
大
陸
か
ら
運
ん
で
き
た

先
人
の
苦
労
が
偲
ば
れ
ま
し
た
。

昼
食
は
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
北
京

料
理
の
「
北
京
ダ
ッ
ク
」
な
ど
を
い
た
だ

き
、
そ
の
後
、
地
質
公
園
「
野
柳
風
景

区
」
へ
。
海
食
や
風
化
に
よ
る
「
女
王
頭
」

な
ど
の
奇
岩
が
立
ち
並
ぶ
様
ま
さ
に
大

自
然
が
作
っ
た
彫
刻
で
し
た
。

そ
の
後
バ
ス
は
東
の
山
間
部
へ
。「
十

分(

地
名)

」
で
は
天
燈(

ミ
ニ
熱
気
球)

上
げ
に
挑
戦
、
そ
れ
ぞ
れ
願
い
事
を
書

い
て
空
高
く
飛
ば
し
ま
し
た
。
家
族
の

健
康
や
幸
福
を
書
か
れ
た
方
が
多
か
っ

た
よ
う
で
す
が
、
中
に
は
「
宝
く
じ
が

当
た
り
ま
す
よ
う
に
」と
書
か
れ
た
方
も
。

年
末
ジ
ャ
ン
ボ
は
い
か
が
だ
っ
た
で
し

ょ
う
か
？

続
い
て
向
か
っ
た
の
が
、
映
画
「
非
情

城
市
」
の
舞
台
と
な
り
、
最
近
テ
レ
ビ
等

で
取
り
上
げ
ら
れ
有
名
に
な
っ
た
「
九

份
」。
か
っ
て
金
鉱
の
街
と
し
て
栄
え
、

斜
面
に
石
段
や
石
畳
の
小
道
が
縦
横
に

走
り
、
長
崎
と
よ
く
似
た
情
緒
豊
か
な

風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
狭
い
小

道
に
人
が
溢
れ
、
こ
れ
に
は
閉
口
し
ま
し

た
。幻

想
的
な
夜
景
を
見
な
が
ら
の
夕
食
、

最
後
の
夜
を
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

11
月
25
日(

水)
、
い
よ
い
よ
最
終
日
。

極
彩
色
に
彩
ら
れ
た
寺
院
「
関
渡
宮
」

を
見
学
の
後
、
淡
水
河
の
河
口
に
広
が

る
港
町
「
淡
水
」
へ
。
丘
の
上
に
立
つ
「
英

国
領
事
館
跡
」
か
ら
見
た
風
景
は
、
長

崎
の
グ
ラ
バ
ー
園
あ
た
り
と
そ
っ
く
り

で
驚
き
ま
し
た
。

台
北
市
内
に
戻
り
昼
食
は
飲
茶
料
理
。

全
員
で
一
つ
の
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
最

後
の
本
場
の
中
国
料
理
を
名
残
惜
し
く

味
わ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
免
税
店
を

経
由
し
て
桃
園
国
際
空
港
へ
。

16
時
30
分
発
の
予
定
が
遅
れ
、
17
時
過

ぎ
に
当
空
港
を
飛
び
立
ち
、
日
本
時
間

20
時
に
無
事
福
岡
空
港
に
到
着
。
あ
わ

た
だ
し
く
入
国
手
続
き
を
済
ま
せ
、
ど

う
に
か
予
定
の
バ
ス
に
間
に
合
い
無
事

そ
の
日
の
う
ち
に
自
宅
に
帰
着
。

二
年
ぶ
り
の
夫
婦
で
の
旅
行
で
し
た

が
、
同
行
の
皆
様
の
お
陰
で
、
楽
し
く

思
い
出
に
残
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
銀
の
翼
」
も
今
回
で
11
回
目
、
そ

「
銀
の
翼
」に
参
加
し
て

第11回

台北 101 展望台

関渡宮
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の
う
ち
6
回
参
加
し
、
い
つ
も
和
気
あ
い

あ
い
、
家
族
的
な
雰
囲
気
で
楽
し
く
過
ご

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

「
銀
の
翼
」
は
、
私
を
含
め
毎
年
楽
し

み
に
し
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
今
後

も
、「
高
齢
者
に
や
さ
し
い
」
と
い
う
そ

の
良
さ
を
最
大
限
活
か
し
な
が
ら
、
老
人

ク
ラ
ブ
会
員
、
非
会
員
問
わ
ず
、
さ
ら
に

多
く
の
方
が
参
加
で
き
る
よ
う
、
取
り
組

ん
で
い
た
だ
か
ら
れ
る
よ
う
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
長
崎
県
老
連
は
、
本
年
め
で
た

く
創
立
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
と
の
こ
と
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
歴
代
の

会
長
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
貴
会
の
運
営
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
深
く
敬
意

を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
一
層
の
ご

発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
追
記
）

今
回
も
ご
参
加
い
た
だ
い
た
八
木
武
代

様
が
12
月
31
日
に
85
歳
で
亡
く
な
ら
れ
ま

し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

忠烈祠

16

　会員の皆様には老人クラブ「老人の日・老人週間」における活動にご協力いただきありがとう
ございました。各取り組みのうち「社会奉仕の日」の活動について下記のとおり集計しました。

市町老連名
美化活動 環境にやさしい活動 計

クラブ数 会員数 クラブ数 会員数 クラブ数計 会員数計
長 崎 300 3,703 129 1,808 429 5,511 
佐 世 保 122 2,153 122 2,153 
島 原 49 523 49 523 
諌 早 94 1,850 12 137 106 1,987 
大 村 40 1,095 14 268 54 1,363 
平 戸 19 329 1 21 20 350 
松 浦 27 843 39 959 66 1,802 
対 馬 20 350 12 206 32 556 
壱 岐 60 1,545 26 513 86 2,058 
五 島 32 752 24 569 56 1,321 
西 海 33 1,454 11 419 44 1,873 
雲 仙 74 1,134 74 1,134 
南 島 原 98 2,383 32 859 130 3,242 
長 与 26 632 3 45 29 677 
時 津 18 235 18 235 
東 彼 杵 12 323 12 323 
川 棚 22 573 5 136 27 709 
波 佐 見 15 565 1 33 16 598 
小 値 賀 20 85 20 85 40 170 
佐 々 6 86 3 45 9 131 
新 上 五 島 50 871 6 109 56 980 

計 1,137 21,484 338 6,212 1,475 27,696 
注）クラブ数、会員数は延べ数

平成 27年度「社会奉仕の日」（９月 20日）活動報告
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保険保険保険老人クラブ老人クラブ老人クラブ 〈掛金・保険金内容〉3つの

クラブ活動中・クラブ活動中以外を問わず
日常生活全般（24時間）のケガを補償します。

後遺障害保険金は、クラブ活動中のケガに起因する場合のみが対象となります。（後遺障害の程度に応じて、クラブ活動中の死亡・後遺障害保険金額の4％～100％が支払われます。）
手術保険金のお支払額は、入院中以外（外来）は、入院保険金日額の5倍また入院中は、10倍となります。
往復途上とは、自宅（マンション、アパートなどの集合住宅は専用部、戸建ては敷地を含む）を出てから、活動場所までの通常経路を指します。

※注1
※注2
※注3

（注3）

傷　害　保　険
総  合  型 活  動  型① ②

平成25年10月1日改定

賠償責任保険

〒100-8822  東京都千代田区霞が関3丁目 6-14 三久ビル1階102号

ホームページ  http://www.senior-ltd.com/ メールアドレス  hoken@senior-ltd.com

公益財団法人

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8769
〈引受保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社（担当課）医療・福祉法人部  法人第二課　TEL.03-3515-4144

03-3597-8770お問い合わせ
ご相談 先

受付時間 9：30から17：00まで〈土、日、祝祭日、年末年始休〉

◆ 最寄りの市町村老人クラブ連合会に常備しています。
◆ 不足の場合は市町村老連を通じて下記までご請求ください。

専用FAX 03-3597-8767
加入申込書等、
資 料 請 求 先

※「総合型」の掛金・補償額は、職種級別A（無職、事務職等）の方を対象にしたものです。職種級別B
（農林業作業者等）の方は、補償額が変更になりますので、詳細につきましては、取扱代理店もしく
は引受保険会社までお問い合わせください。

クラブ活動中・クラブ活動中以外を問わず
日常生活全般（24時間）のケガを補償します。

（注3）

（注1）

死　亡
保険金

後遺障害
保険金

（注2）

入院保険金
日額

1事故につき
30日限度（ ）
通院保険金
日額

1事故につき
30日限度（ ）

45万円

活動型

活動中の
ケガの場合

85万円 170万円

45万円 85万円 170万円

1,000円 2,000円 4,000円

650円 1,300円 2,600円

総合型 活動型 総合型 活動型 総合型

活動中以外
のケガ
の場合

・・
活動中の
ケガの場合

活動中以外
のケガ
の場合

・・
活動中の
ケガの場合

活動中以外
のケガ
の場合

・・

（注1）

死　亡
保険金

後遺障害
保険金

（注2）

入院保険金
日額

1事故につき
30日限度（ ）
通院保険金
日額

1事故につき
30日限度（ ）

45万円

活動型

活動中の
ケガの場合

85万円 170万円

45万円 85万円 170万円

1,000円 2,000円 4,000円

650円

91万円

ー

750円

500円 1,300円

109万円

ー

950円

700円 2,600円

217万円

ー

1,900円

1,400円

総合型 活動型 総合型 活動型 総合型

活動中以外
のケガ
の場合

・・
活動中の
ケガの場合

活動中以外
のケガ
の場合

・・
活動中の
ケガの場合

活動中以外
のケガ
の場合

・・

136万円

45万円

1,750円

1,150円

194万円

85万円

2,950円

2,000円

387万円

170万円

5,900円

4,000円

後遺障害保険金は、クラブ活動中のケガに起因する場合のみが対象となります。（後遺障害の程度に応じて、クラブ活動中の死亡・後遺障害保険金額の4％～100％が支払われます。）
手術保険金のお支払額は、入院中以外（外来）は、入院保険金日額の5倍また入院中は、10倍となります。
往復途上とは、自宅（マンション、アパートなどの集合住宅は専用部、戸建ては敷地を含む）を出てから、活動場所までの通常経路を指します。

※注1
※注2
※注3

この広告は、「老人クラブ傷害保険（老人クラブ団体傷害保険特約付帯普通傷害保険）」、「普通傷害保険」、「老人クラブ活動専用賠償責任保険（施設賠償責任保険・生産物賠償責任保
険）」についてご紹介したものです。ご加入にあたっては、必ず「老人クラブ3つの保険ご案内パンフレット」「概要・ご加入の際の注意事項」等をよくお読みください。ご不明な点等がありま
した場合には、全老連保険係または取扱代理店、引受保険会社までお問い合わせください。

＊印：改定

●職種級別B級に該当するおもな職種
・建設作業者、自動車運転者、採鉱・採石作業者などの傷害リスクの高い職業。
・上記に該当する方は、保険金額が変更になります。
・詳しくは取扱代理店もしくは引受保険会社にお問合せください。

ご注意

※「総合型」の職種級別A級は無職・事務職（傷害リスクの低い職業）等です。B級（傷害リスクの高い
職業）については、下記をご参照ください。
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194万円

85万円

2,950円
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387万円

170万円

5,900円

4,000円

保険金額が支払われます。

保険金額が

（注1）

死　亡
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（注2）
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30日限度（ ）
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30日限度（ ）

45万円

活動型

活動中の
ケガの場合

85万円 170万円

45万円 85万円 170万円

1,000円 2,000円 4,000円

650円 1,300円 2,600円

総合型 活動型 総合型 活動型 総合型
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・・
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活動中以外
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・・
活動中の
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・・

保険金額が

平成27年10月から
一部改定

クラブ全員型③

中途加入 ： 「新規加入のクラブ」および「会員の追加加入」は可能です。

支払限度額 ： 1億円

補償範囲 : 老人クラブ活動中の対人・対物の損害補償〈車等の事故は、対象外〉（注1）

注1）自動車（ゴルフカートを含みます。）、原動機付自転車、フル電動自転車、航空機、船舶（モーターボートを含みます。）および銃器（空気銃を除きます。）
等の所有、使用等に起因する損害賠償責任等

注2）日本国内において被保険者（単位老人クラブ・会員）が占有または使用等している第三者の財物

保険期間 ： 毎年10月1日（午前0時）～翌年10月1日（午後4時）までの1年間

管理下財物（注2）の損壊、紛失、盗取、詐取を補償します。 但し、往復途上の事故およびご自身のケガは対象となりません。＊

（但し、最低引受保険料3,000円  ）掛 金 : クラブの全会員数×100円 ＊

※施設賠償責任保険：対人・対物（１名・１事故）
※生産物賠償責任保険：対人・対物（１名・１事故・保険期間中）
※初期対応費用、訴訟対応費用特約：支払限度額500万円（1事

故）も付帯されております。

※詳細については、賠償責任保険の「概要・ご加入の際の注意事項」
をご参照ください。

（お支払される保険金は、事故の損害額や賠償責任割合に基づき、
保険会社が査定いたします。）＊

加入時に会員名簿の提出は必要ありません。
申込方法 ： 毎年9月15日までに賠責保険専用の掛金払込用紙（払込取扱票）で掛金を払込みください。

＊

・「新規加入クラブ」：毎月15日までに掛金の振込で翌月1日からの加入となります。
但し、保険期間は直近の10月1日までとなります。

・「会員追加加入」：届出は不要です。掛金は加入年に限り必要ありません。＊

15-T01142　平成27年6月作成 2

クラブの全会員加入が条件です。
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山
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催
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４
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イ
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さ
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れ
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掲
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。
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張
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